
生徒数は 946人、うち外国籍の生徒も約 100人が学ぶ、

岐阜県内で最も在籍人数の多い中学校です。

平成 16年度からは、可茂地区市町村教育委員会連合会

と可茂教育事務所より「可茂地区研修校指定」を受けまし

た。来る 10月 21 日（木）には、指定を受けてから４回

目の公表会を開催します。可茂管内の中学校教師を中心に、

約 600人に授業を参観していただく予定です。

研究実践の中で、一番大切にしていることは、「自ら学

ぶ生徒を育てる教科指導のあり方」です。どの授業におい

ても、聞くこと、話すことを大切にして、学び合いや深め

合いによって、「なるほど！」、「できた！」、「分かった！」

という喜びを誰もが感じられるよう、教師も生徒も一緒に

なってがんばっています。

 （文：渡辺 英哉 教頭）

蘇南中学校

12

創　立：昭和28年
生徒数：946人
所在地：今渡112
電　話：62－ 1010

相談をしながら観察をする生徒たち
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子どものころ遊びに行っていたプライア  ダ  エンセアダ  ビーチ

来日前に暮らしていた自宅（昨年撮影）
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活動団体活動団体のの紹介紹介 1

－市内に生息する貴重な動植物－

ハネビロエゾトンボ（エゾトンボ科）

その17

羽根の長さ 45mm前後のトンボで、うしろ羽根の根本が幅広く、体

は黒色に黄色の筋があり、緑がかった金属光沢があります。山あいの湿

地や湿田に生息し、成虫は６月中旬～９月上旬に出現し、オスは流水の

上に縄張りを形成します。幼虫は、水草の根ぎわや水底の沈殿物の陰な

どに潜んで生活します。

○環境省レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類
○県レッドリスト：準絶滅危惧
※生息地については非公表

問合先　環境課

次の皆さんから寄付がありました。
 （敬称略）

社会福祉に… 
●今渡台手芸同好会

●白川信男

●㈱平成観光　パーラーキング
　可児店・多治見店

●東濃信用金庫　可児支店

●東濃信用金庫　下恵土支店

商工振興に…
●岐阜県表具内装組合連合会
　東濃支部

若葉台まちづくり協議会

若葉台自治会役員および役員ＯＢ、団地内各種団体の有志を中心に、

市民参画と協働のまちづくり条例に基づき、より良い居住環境の向上

を目指す準備会を発足させ、現在に至ります。平成19年４月から始

まったまちづくり計画では、「住んでよかった若葉台」を将来像に、「安

心して暮らせるまちづくり」、「住民に優しいまちづくり」、「子どもから

お年寄りまで住民の連帯感を大切にするまちづくり」の３つを目標に、

日々活動に励んでいます。

広見東まちづくり協議会

東海環状自動車道可児御嵩ＩＣの建設計画を契機に、東部まちづく

り委員会設立、まちづくりルール策定を経て、第1号となるまちづく

り協議会を設立し活動しています。

平成18年６月開始のまちづくり計画では「人と自然が調和した暮ら

しやすいまち」を目指し、「農と住が調和したやすらぎのあるまち」、「み

んなが安心・便利に暮らすことができるまち」、「花いっぱい緑いっぱ

いの快適なまち」、「歴史・文化を通じたふれあい交流のあるまち」の

４つを目標に、日々活動に励んでいます。 可児川沿いに植樹をする様子

新春もちつき大会の炊き出しの様子

ありがとうございました。

市民参画と協働の
まちづくり条例
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